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【緒 言】
生徒の体格は年々大型化してきた??????といわれ
るが、平成 10年度から改正された文部科学省統計に
よる新体力テストの形態の伸び率を見ると、ほぼ横
ばいである???。一方、体力の運動能力は実質的に運動
する機会の減少や体格に伴わない体力低下の進行が
危惧されている??????????。これら問題の対策として
効果的な運動処方方法に関する知見探求の期待か
ら、群馬大学研究室と群馬県中学校体育連盟の研究
部との共同研究が、平成 13年から開始され、その報
告がなされてきた??????。特に、平成 17年度の小川ら
報告??では、運動群を詳細なスポーツ種目別に分け
て縦断的に比較した結果、運動能力の効果的向上の
好機が、運動部活動参加によって助長されることの
所見を究明した。さらに、その追加検証を調査初年
時から 5年後の平成 17・18年度に同様に調査した入
手横断データを使用して運動部群別の比較検討を行
い、運動部活動への参加による効果として、横断的
視座での報告??で、ハンドボール投げの瞬発力、上体
起しの筋持久力、敏捷性の反復横跳び、持久走の心
肺持久力の順に性別学年を問わず陸上系と球技系が
非運動群に比べて高いという所見を追加究明した。
また、縦断的検討同様に横断的検討でも握力の筋力
への寄与に関して、武道系群をトップに陸上系群、
球技系群、水泳・体操系群、そして、非運動群の順
に影響のあることを、男女とも同様に確認した。し
かし、運動部活動が体格・体力形成に好影響を示す
ことを数量的な言及や、具体的運動内容別効果とし
て解明するまでにはいたれなかった。その解明のた
めのステップとして、検討集団における運動群に球
技の人数が多く、その運動内容の多様性が運動効果
の相殺や混乱を生じさせている可能性が窺われたた
め、検討課題として運動部の球技系の競技特性を細
分化しての詳細な検討の必要性のあることを課題と
して示唆した。
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かかる検討課題から本研究では、平成 18年度に入
手した県内全域の中学生の新体力テストデータを使
用して、運動部活動で実施されている球技種目を新
学習指導要領???の 3分類（ゴール型、ネット型、ベー
スボール型）と、施設形態での 2分類（室内と屋外）
の観点から、本報ではゴール型とネット・ベースボー
ル型、室内と屋外という 2×2分類で球技活動を 4群
別して比較することにより、どこに分類される球技
が中学生の体格・体力の発育、発達に有益な影響を
及ぼすのかの検討を行った。その結果興味ある知見
が得られたので報告する。
【方 法】
本研究における標本は、平成 18年の群馬県内 43
校に在籍する全校生徒である。各中学校において春
に実施した形態および体力測定結果を集計し、男女
学年ごとに運動部に加入している運動群（武道、水
泳・体操、陸上、球技）の 4群の生徒と、運動部に
加入していない非運動群生徒（以下それぞれ運動群、
非運動群と略す）で比較検討を行った。
比較検討は、体格体型に関する形態 4項目（身長、
体重、座高、BMI）および、新体力テスト 9項目（握
力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、20Mシャ
トルラン、50M走、立ち幅跳び、ハンドボール投げ、
持久走）の成績について運動・非運動 5群別の多重
比較を行った。さらに、運動群の球技を、ゴール型・
室内（ハンドボール・バスケットボール・アイスホッ
ケー）、ゴール型・屋外（サッカー・ラグビー・アメ
フト）、ネット・ベースボール型・室内（バレーボー
ル・バドミントン・卓球）、ネット・ベースボール型・
屋外（ソフトボール・テニス・野球・ゴルフ）の 4群
に分類して、学年間・種目別に多重比較を行った。
データの集計および分析にはMicrosoft Excelの
分析ツールを使用した各間の平均値の差の検定（F-
test,T-test）とともに、多重比較????では統計解析プ
ログラムパッケージNAP???を利用した。
【結 果】
平成 18年度に得られた体力テスト成績は、43校、
標本人数で、男子 8,725人（1年生：3,078人、2年
生：2,816人、3年生 2,831人）、女子 7,458人（1年
生：2,842人、2年生：2,752人、3年生 1,864人）で、
合計 16,183人。学年別集計では、1年生：5,920人、
2年生：5,568人、3年生：4,695人であった。
群馬県の全中学生在籍者数（母集団）に対する抽
出率は、平成 18年度は県内中学校数 180校、在籍者
数は男子：30,618人、女子：29,101人の総計 59,555
人であることから、検討データ数は母集団の 3割に
相当する。
得られた平成 18年度中学生の体格体力の統計量
を表 1-1～ 3、表 2-1～ 3に示した。
運動群を運動種目系列別に 4群別したものを非運
動群と比較した。男子の場合、平成 18年度の運動群
は 8,196人で、非運動群の 773人に対して、運動群所
属の割合は 91.4％とほぼ 9割を占めていた。その内
訳は、武道：925人、水泳・体操：482人、陸上：632
人、球技：6,157人と、球技の割合が男子運動群全体
の 75.1％を占めていた。
女子の場合、平成 18年度の運動群は 5,684人であ
り、種目別に分けると、武道：483人、水泳・体操：
606人、陸上：541人、球技：4,054人と、女子も球
技に所属している率が高いが、球技の割合が女子運
動群全体の 71.3％であった。女子の運動群所属の割
合は、男子とは異なり、非運動群の 2,718人に対し
て、67.6％と低率である。
非運動群と運動 4群の体格体型をみると、男子の
体重と BMIは水泳・体操群、陸上群、球技群、非運
動群が武道群より統計的に有意に低値傾向であっ
た。女子も体重の項目で 2年生の水泳・体操群、陸
上群、球技群、非運動群が武道群より有意に低値傾
向であった。しかし、女子の BMIは、1・2年生の水
泳・体操群、陸上群、球技群、非運動群が武道群よ
り有意に低値傾向であるものの、3年生になると武
道群との間で有意差が認められるのは陸上群のみと
なる。さらに、BMIでは男女共に水泳・体操群、陸
上群が武道群、球技群、非運動群よりも有意に低値
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表1-1 平成 18年度 男子 1年生 運動部活動別体格体力測定値の基本統計量
1年生 身長 体重 座高 BMI 握力(平均) 上体起こし 長座体前屈 反復横とび シャトルラン 50m走 立ち幅とび ハンド投げ 持久走（秒）
N＝ 364  362  289  362  362  359  361  358  82  361  357  357  328 Mean＝ 154.1  50.7  82.2  21.2  26.5  22.8  39.1  45.4  53.6  8.9  171.5  16.9  474.0
武道群 SD＝ 7.70  12.89  5.10  4.30  6.36  5.36  9.37  7.44  19.81  1.03  26.83  4.44  91.26 Max＝ 175.1  89.1  95.5  37.0  49.0  43.0  68.0  65.0  92.0  15.1  280.0  30.0  900.0 Min＝ 133.5  27.0  62.0  14.7  12.0  0.0  15.0  6.0  21.0  6.9  23.0  6.0  333.0
 
N＝ 107  107  86  107  109  108  109  109  23  109  108  109  99 Mean＝ 151.4  44.8  80.8  19.4  24.7  24.1  40.6  47.6  60.5  8.8  174.4  16.3  435.7
水泳・体操群 SD＝ 8.26  11.81  4.89  3.82  6.20  5.89  10.06  7.06  25.83  0.88  23.92  4.06  75.12 Max＝ 170.4  81.2  92.8  30.9  42.0  39.0  74.0  63.0  103.0  13.3  232.0  28.0  736.0 Min＝ 133.6  28.6  72.0  13.7  14.0  4.0  19.0  16.0  26.0  6.8  101.0  9.0  323.0
 
N＝ 246  244  191  244  242  242  238  245  49  241  242  243  218 Mean＝ 154.7  44.6  82.2  18.5  26.8  25.7  40.9  49.4  75.8  8.2  186.8  18.7  397.1
陸上群 SD＝ 7.71  8.85  5.03  2.61  6.96  5.06  8.85  6.95  20.13  0.74  23.14  4.56  56.98 Max＝ 171.7  76.6  96.0  30.0  46.5  39.0  69.0  66.0  112.0  11.6  248.0  32.0  698.0 Min＝ 138.8  27.9  72.0  13.2  11.0  6.0  18.0  29.0  20.0  6.5  120.0  9.0  299.0
 
N＝ 2106  2090  1498  2085  2102  2088  2096  2096  588  2077  2072  2072  1795 Mean＝ 152.2  44.1  80.5  18.9  24.6  23.8  39.2  47.6  67.1  8.6  178.0  18.5  427.3
球技群 SD＝ 8.07  10.05  5.33  3.12  6.32  5.33  9.19  7.19  20.99  0.84  23.53  6.30  65.74 Max＝ 177.0  141.0  97.8  39.4  54.0  54.0  73.0  66.0  126.0  14.3  295.0  207.0  869.0 Min＝ 125.0  24.7  33.2  12.6  9.0  0.0  1.0  4.0  12.0  5.7  55.0  4.0  300.0
 
N＝ 255  252  176  248  268  269  266  263  78  256  261  256  184 Mean＝ 152.7  46.4  81.0  19.7  23.6  20.7  37.5  42.4  65.1  9.3  166.2  14.5  495.4
非運動群 SD＝ 8.43  12.78  4.81  4.26  6.58  7.14  9.30  9.21  25.96  2.08  31.93  5.00  108.66 Max＝ 175.0  132.0  92.2  48.5  53.0  63.0  68.0  63.0  125.0  31.0  245.0  31.0  935.0 Min＝ 136.3  27.2  70.0  14.2  10.0  0.0  14.0  11.0  2.0  6.0  54.0  3.0  336.0
多重比較の有意性 ＊ ＠＊ ＊ ＠＊ ＊ ＠＊ ＊ ＠＊ n.s. ＠＊ ＠＊ ＠＊ ＠＊
註）＊印は多重比較における平均値の差の検定での p＜0.05、＠印は多重比較における分散の差の検定での p＜0.05
表1-2 平成 18年度 男子 2年生 学運動部活動別体格体力測定値の基本統計量
2年生 身長 体重 座高 BMI 握力(平均) 上体起こし 長座体前屈 反復横とび シャトルラン 50m走 立ち幅とび ハンド投げ 持久走（秒）
N＝ 285  285  218  284  283  282  282  281  68  279  280  276  240 Mean＝ 160.3  56.5  85.6  21.8  33.1  27.5  44.4  48.4  63.3  8.3  190.5  19.7  427.7
武道群 SD＝ 7.82  14.08  4.99  4.63  7.76  5.93  10.11  9.01  21.06  0.93  27.70  5.19  75.78 Max＝ 178.8  126.5  95.5  47.0  56.0  43.0  76.0  65.0  116.0  13.4  290.0  38.0  900.0 Min＝ 131.4  31.6  57.2  14.8  13.0  8.0  8.0  4.0  9.0  6.4  105.0  7.0  314.0
 
N＝ 122  122  100  122  122  122  121  120  24  119  120  120  103 Mean＝ 159.7  52.6  85.2  20.5  32.2  28.5  47.5  50.4  71.1  8.2  192.9  19.8  410.7
水泳・体操群 SD＝ 7.45  11.28  4.26  3.54  7.90  6.65  10.02  6.72  25.27  0.86  30.45  4.91  74.76 Max＝ 175.6  96.5  95.2  34.0  61.0  45.0  70.0  66.0  131.0  12.4  250.0  34.0  900.0 Min＝ 140.2  30.6  73.8  14.7  16.0  5.0  12.0  30.0  14.0  6.9  58.0  9.0  316.0
 
N＝ 196  196  166  196  196  195  196  194  39  193  195  194  170 Mean＝ 161.8  50.3  84.7  19.1  32.3  31.0  46.3  54.7  98.0  7.5  205.8  22.5  347.6
陸上群 SD＝ 7.52  10.20  6.27  2.82  6.86  5.61  9.21  6.20  16.35  0.59  26.01  5.27  39.10 Max＝ 176.0  90.7  94.1  32.8  54.0  50.0  66.0  69.0  136.0  10.5  254.0  36.0  527.0 Min＝ 140.6  29.7  42.9  14.4  14.0  6.0  19.0  36.0  76.0  6.4  72.0  8.0  278.0
 
N＝ 2083  2071  1592  2069  2066  2058  2057  2045  591  2048  2022  2052  1754 Mean＝ 159.5  49.1  84.4  19.2  30.5  27.7  44.4  51.9  82.4  8.0  197.1  21.6  388.3
球技群 SD＝ 7.92  10.10  5.26  2.98  7.25  5.76  9.56  7.11  22.32  0.75  28.68  5.32  56.87 Max＝ 196.4  134.2  98.9  42.4  58.0  49.0  71.0  72.0  133.0  17.9  811.0  47.0  746.0 Min＝ 130.2  27.5  37.2  11.7  9.0  0.0  11.0  6.0  18.0  6.5  14.0  2.0  216.0
 
N＝ 252  244  170  244  245  247  238  240  56  245  243  247  203 Mean＝ 158.3  52.4  84.6  20.6  28.8  22.6  40.6  45.8  52.6  8.6  181.5  16.8  458.3
非運動群 SD＝ 8.20  15.51  5.89  4.90  7.42  6.51  9.67  8.19  24.95  1.14  33.02  5.68  84.14 Max＝ 179.2  119.4  96.9  40.4  50.0  39.0  67.0  65.0  106  14.5  250.0  38.0  856.0 Min＝ 132.2  29.2  45.2  13.5  10.0  0.0  19.0  15.0  6.0  6.8  51.0  3.0  297.0
多重比較の有意性 ＊ ＠＊ ＠＊ ＠＊ ＊ ＠＊ ＊ ＠＊ n.s. ＠＊ ＠＊ ＊ ＠
註）＊印は多重比較における平均値の差の検定での p＜0.05、＠印は多重比較における分散の差の検定での p＜0.05
表1-3 平成 18年度 男子 3年生 運動部活動別体格体力測定値の基本統計量
3年生 身長 体重 座高 BMI 握力(平均) 上体起こし 長座体前屈 反復横とび シャトルラン 50m走 立ち幅とび ハンド投げ 持久走（秒）
N＝ 276  276  218  276  271  272  269  269  64  272  271  272  240 Mean＝ 166.1  61.7  88.7  22.3  38.6  29.2  48.0  52.7  79.0  7.9  205.1  21.7  417.4
武道群 SD＝ 6.44  15.02  4.18  4.82  7.42  5.50  10.97  6.99  21.73  1.25  28.10  5.32  82.04 Max＝ 186.3  126.6  98.4  46.2  62.4  42.0  73.0  69.0  120.0  25.4  281.0  37.0  900.0 Min＝ 143.7  33.6  74.0  15.6  21.0  13.0  15.0  24.0  24.0  6.5  80.0  10.0  285.0
 
N＝ 131  131  108  131  131  131  131  131  30  129  130  129  115 Mean＝ 164.9  54.5  87.8  19.9  36.0  30.3  50.1  53.1  73.6  7.7  209.8  22.0  388.1
水泳・体操群 SD＝ 7.45  9.95  4.42  2.75  7.51  5.89  11.33  8.04  22.75  0.66  29.59  5.62  58.86 Max＝ 181.9  83.5  101.6  28.8  61.2  43.0  78.0  66.0  122.0  10.7  264.0  37.0  719.0 Min＝ 146.0  32.8  75.9  14.7  19.0  17.0  19.0  9.0  15.0  6.6  55.0  10.0  307.0
 
N＝ 190  189  143  189  184  184  184  185  64  188  184  185  153 Mean＝ 166.3  54.9  87.7  19.8  38.1  33.0  51.1  56.2  99.0  7.2  220.5  24.5  346.6
陸上群 SD＝ 5.80  8.63  4.52  2.45  7.07  5.23  10.12  7.31  23.06  0.49  21.42  5.52  52.37 Max＝ 178.3  98.0  98.0  34.3  58.0  46.0  68.0  70.0  139.0  9.8  267.0  39.0  566.0 Min＝ 147.5  37.0  72.0  15.6  21.0  15.0  20.0  6.0  40.0  6.3  140.0  9.0  272.0
 
N＝ 1968  1953  1468  1951  1942  1944  1937  1931  565  1933  1929  1939  1627 Mean＝ 165.6  54.8  87.7  19.9  36.7  30.1  48.9  55.3  91.0  7.6  211.0  24.7  376.8
球技群 SD＝ 6.65  9.89  4.78  2.92  7.28  5.82  10.21  6.87  22.50  0.67  25.22  5.89  59.03 Max＝ 184.9  115.7  100.4  36.1  63.0  52.0  77.0  78.0  139.0  13.4  295.0  111.0  882.0 Min＝ 141.0  29.9  35.0  12.5  15.0  7.0  10.0  7.0  26.0  6.1  79.0  5.0  282.0
 
N＝ 266  265  192  265  247  249  251  250  111  244  248  244  184 Mean＝ 164.2  57.4  87.4  21.2  34.0  25.5  42.8  47.4  54.2  8.3  187.4  18.7  455.8
非運動群 SD＝ 6.40  16.2  5.00  5.30  7.90  6.70  11.90  9.60  22.90  1.10  37.20  6.00  100.90 Max＝ 180.5  165.0  102.3  64.5  62.0  44.0  69.0  69.0  101  14.2  303.0  37.0  900.0 Min＝ 140.9  32.5  64.0  14.4  13.0  7.0  7.0  7.0  12  6.5  30.0  4.0  323.0
多重比較の有意性 ＠＊ ＠＊ ＊ ＠＊ ＊ ＠＊ ＠＊ ＠＊ n.s. ＠＊ ＠＊ ＊ ＠＊
註）＊印は多重比較における平均値の差の検定での p＜0.05、＠印は多重比較における分散の差の検定での p＜0.05
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表2-1 平成 18年度 女子 1年生 運動部活動別体格体力測定値の基本統計量
1年生 身長 体重 座高 BMI 握力(平均) 上体起こし 長座体前屈 反復横とび シャトルラン 50m走 立ち幅とび ハンド投げ 持久走（秒）
N＝ 170  167  146  167  168  167  169  166  38  164  165  167  154 Mean＝ 152.4  47.9  83.1  20.5  24.6  20.0  43.4  42.5  42.0  9.2  161.2  12.2  303.8
武道群 SD＝ 5.58  10.45  3.78  3.86  4.82  5.89  8.06  6.75  15.71  0.67  20.49  3.78  39.52 Max＝ 163.9  89.1  90.6  34.4  39.0  49.0  65.0  57.0  86.0  11.8  220.0  22.0  451.0 Min＝ 134.8  27.3  72.3  13.3  13.0  0.0  24.0  12.0  11.0  7.4  96.0  4.0  225.0
 
N＝ 221  221  168  221  220  221  220  221  46  214  220  217  199 Mean＝ 150.6  41.3  81.1  18.1  22.3  22.0  47.5  44.4  46.6  9.0  165.8  11.9  285.4
水泳・体操群 SD＝ 6.22  6.67  4.07  2.09  4.00  5.16  9.50  5.67  14.61  0.63  20.88  3.23  29.14 Max＝ 166.5  69.8  98.3  25.3  33.0  36.0  85.0  57.0  82.0  11.2  220.0  24.0  377.0 Min＝ 134.8  25.7  71.4  13.8  13.0  4.0  16.0  6.0  25.0  7.6  35.0  6.0  219.0
 
N＝ 186  185  137  185  187  186  186  187  37  187  186  185  170 Mean＝ 152.7  43.0  82.2  18.4  23.7  22.4  45.3  46.6  65.3  8.5  174.8  13.4  265.8
陸上群 SD＝ 5.50  6.46  3.46  2.11  4.38  4.95  7.72  5.68  14.07  0.59  21.93  3.20  29.20 Max＝ 167.3  75.8  91.7  31.1  35.0  36.0  66.0  71.0  94.0  10.7  225.0  24.0  358.0 Min＝ 136.0  24.7  71.2  12.6  13.0  4.0  25.0  16.0  36.0  7.1  94.0  4.0  205.0
 
N＝ 1361  1340  1002  1339  1359  1355  1359  1352  425  1332  1343  1344  1162 Mean＝ 152.2  44.5  81.9  19.1  22.9  20.5  43.7  43.9  51.7  8.9  166.1  13.1  289.3
球技群 SD＝ 5.96  8.67  4.19  3.03  4.52  4.94  8.79  6.17  16.32  0.67  21.13  3.84  35.92 Max＝ 174.0  107.4  92.3  37.8  40.0  59.0  80.0  93.0  106.0  13.4  226.0  26.0  537.0 Min＝ 125.0  23.0  40.0  12.6  9.0  4.0  12.0  5.0  11.0  7.1  50.0  2.0  187.0
 
N＝ 255  252  176  248  268  269  266  263  253  256  261  256  184 Mean＝ 152.7  46.4  81.0  19.6  23.6  20.7  37.5  42.2  41.4  9.3  166.2  14.5  495.4
非運動群 SD＝ 8.43  12.78  4.81  4.26  6.58  7.14  9.3  9.21  13.31  2.08  31.93  5.00  108.66 Max＝ 175.0  132.0  92.2  48.5  53.0  63.0  68.0  63.0  97.0  31.0  245.0  31.0  935.0 Min＝ 136.3  27.2  70.0  14.2  10.0  0.0  14.0  11.0  6.0  6.0  54.0  3.0  336.0
多重比較の有意性 ＊ ＠＊ ＠＊ ＠＊ ＊ ＠＊ ＠＊ ＠＊ n.s. ＠＊ ＊ ＠＊ ＠＊
註）＊印は多重比較における平均値の差の検定での p＜0.05、＠印は多重比較における分散の差の検定での p＜0.05
表2-2 平成 18年度 女子 2年生 運動部活動別体格体力測定値の基本統計量
2年生 身長 体重 座高 BMI 握力(平均) 上体起こし 長座体前屈 反復横とび シャトルラン 50m走 立ち幅とび ハンド投げ 持久走（秒）
N＝ 164  158  125  158  163  163  162  159  56  163  161  159  132 Mean＝ 155.1  49.3  83.8  20.4  26.7  23.8  46.9  45.4  49.2  8.7  170.1  13.1  288.5
武道群 SD＝ 5.85  8.87  3.95  3.18  5.33  5.05  8.27  5.47  14.02  0.66  20.24  3.42  40.77 Max＝ 172.4  76.9  95.0  30.6  41.0  35.0  69.0  59.0  78.0  11.0  230.0  22.0  530.0 Min＝ 138.0  30.6  65.5  14.1  11.0  10.0  22.0  27.0  19.0  7.0  121.0  6.0  216.0
 
N＝ 193  189  150  189  194  194  196  195  31  195  193  192  184 Mean＝ 153.2  44.8  82.8  19.0  25.4  25.4  50.7  45.1  54.0  8.7  173.8  14.0  280.1
水泳・体操群 SD＝ 5.63  6.43  3.59  2.34  5.01  5.02  8.89  5.71  15.62  0.60  20.66  12.83  34.06 Max＝ 166.7  68.6  91.2  28.0  40.0  44.0  75.0  58.0  93.0  10.8  250.0  186.0  447.0 Min＝ 131.8  29.6  62.5  15.4  12.0  15.0  20.0  5.0  30.0  7.1  110.0  7.0  218.0
 
N＝ 178  176  148  176  176  175  175  174  41  175  174  171  153 Mean＝ 155.1  46.1  83.4  19.1  25.6  26.4  48.3  47.8  68.7  10.9  179.4  14.4  254.2
陸上群 SD＝ 4.70  6.18  5.22  2.21  5.36  4.98  8.51  5.99  22.67  21.70  30.62  3.59  30.20 Max＝ 169.7  64.6  94.1  27.5  40.0  37.0  67.0  63.0  103.0  183.0  230.0  25.0  377.0 Min＝ 138.4  30.5  48.9  13.9  4.0  16.0  20.0  2.0  8.5  7.0  15.0  6.0  201.0
 
N＝ 1335  1277  949  1277  1337  1331  1334  1332  420  1319  1326  1330  1120 Mean＝ 155.0  47.4  83.6  19.7  25.4  23.7  45.7  46.3  59.7  11.6  172.3  14.9  276.6
球技群 SD＝ 5.36  7.69  3.73  2.71  4.66  4.94  8.88  5.98  22.94  21.23  30.73  4.20  34.91 Max＝ 184.5  86.4  94.9  33.0  46.0  45.0  78.0  67.0  205.0  214.0  410.0  48.0  657.0 Min＝ 134.6  25.0  57.0  11.2  9.0  0.0  18.0  6.0  7.3  7.0  7.0  4.0  200.0
 
N＝ 252  244  170  244  245  247  238  240  237  245  243  247  203 Mean＝ 158.3  52.4  84.6  20.6  28.8  22.6  40.6  45.8  40.7  8.6  181.5  16.8  458.3
非運動群 SD＝ 8.22  15.51  5.89  4.90  7.42  6.51  9.67  8.19  15.83  1.14  33.02  5.68  84.14 Max＝ 179.2  119.4  96.9  40.4  50.0  39.0  67.0  65.0  100  14.5  250.0  38.0  856.0 Min＝ 132.2  29.2  45.2  13.5  10.0  0.0  19.0  15.0  8.8  6.8  51.0  3.0  297.0
多重比較の有意性 ＊ ＠＊ ＠ ＠＊ ＠＊ ＊ ＊ ＠＊ n.s. ＠＊ ＠＊ ＠＊ ＠＊
註）＊印は多重比較における平均値の差の検定での p＜0.05、＠印は多重比較における分散の差の検定での p＜0.05
表2-3 平成 18年度 女子 3年生 運動部活動別体格体力測定値の基本統計量
3年生 身長 体重 座高 BMI 握力(平均) 上体起こし 長座体前屈 反復横とび シャトルラン 50m走 立ち幅とび ハンド投げ 持久走（秒）
N＝ 149  147  120  146  149  148  145  148  27  147  148  149  131 Mean＝ 156.8  52.3  85.1  21.3  29.1  25.1  49.8  46.4  54.0  8.8  171.3  14.0  286.4
武道群 SD＝ 4.96  8.33  2.79  3.37  4.81  5.26  10.37  5.64  15.25  0.63  22.91  4.00  56.18 Max＝ 170.2  80.5  93.3  35.0  43.0  37.0  96.0  65.0  87.0  12.9  240.0  30.0  406.0 Min＝ 144.5  36.2  78.6  15.6  17.0  10.0  27.0  29.0  33.0  7.6  95.0  7.0  4.2
 
N＝ 192  189  155  189  191  191  191  192  29  187  189  189  172 Mean＝ 155.8  49.5  84.7  20.4  26.4  26.4  54.9  46.8  53.3  8.6  180.1  13.8  285.8
水泳・体操群 SD＝ 5.33  6.73  2.90  2.55  4.96  4.89  9.58  5.59  16.65  0.57  18.92  3.50  41.64 Max＝ 168.0  76.6  91.8  30.5  42.0  36.0  82.0  64.0  79.0  11.1  220.0  24.0  435.0 Min＝ 138.8  32.0  73.5  12.0  9.0  13.0  26.0  23.0  17.0  7.1  117.0  8.0  4.1
 
N＝ 177  168  143  168  173  175  174  173  41  174  173  174  155 Mean＝ 158.1  49.3  85.1  19.7  28.4  29.0  52.3  49.4  74.2  7.9  191.7  14.7  233.1
陸上群 SD＝ 5.06  5.90  4.68  2.26  3.86  5.35  8.04  4.84  12.60  0.44  17.58  3.28  62.23 Max＝ 170.0  81.5  94.3  35.1  38.0  48.0  74.0  63.0  96.0  9.6  229.0  23.0  331.0 Min＝ 134.2  36.4  47.0  15.1  21.0  12.0  30.0  36.0  44.0  6.8  135.0  10.0  0.0
 
N＝ 1358  1283  943  1283  1365  1353  1361  1351  412  1332  1353  1347  1122 Mean＝ 156.9  50.5  84.8  20.5  27.3  24.7  48.9  47.7  60.6  8.6  176.6  15.9  273.9
球技群 SD＝ 5.17  7.68  3.47  2.78  4.63  5.27  8.33  5.77  17.98  0.68  24.51  4.17  59.49 Max＝ 173.0  93.4  94.1  36.3  44.0  60.0  75.0  70.0  112.0  14.3  600.0  32.0  680.0 Min＝ 132.8  27.8  42.0  14.0  12.0  0.0  20.0  6.0  6.0  6.9  100.0  5.0  0.0
 
N＝ 266  265  192  265  247  249  251  250  269  244  248  244  184 Mean＝ 164.2  57.4  87.4  21.2  34.0  25.5  42.8  47.4  42.1  8.3  187.4  18.7  455.8
非運動群 SD＝ 6.40  16.2  5.00  5.30  7.90  6.70  11.90  9.60  13.82  1.10  37.20  6.00  100.90 Max＝ 180.5  165.0  102.3  64.5  62.0  44.0  69.0  69.0  89  14.2  303.0  37.0  900.0 Min＝ 140.9  32.5  64.0  14.4  13.0  7.0  13.0  7.0  14  6.5  30.0  4.0  323.0
多重比較の有意性 ＊ ＠＊ ＠ ＠＊ ＠＊ ＊ ＠＊ ＠＊ n.s. ＠＊ ＠＊ ＠＊ ＠＊
註）＊印は多重比較における平均値の差の検定での p＜0.05、＠印は多重比較における分散の差の検定での p＜0.05
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傾向と変化する。
興味深い所見として、身長は、男女共に男子の 3年
生以外では、陸上群が水泳・体操群よりも有意に高
値傾向であるのに対して、座高は男女共いずれの学
年も統計的差は認められなかったことから、陸上群
は水泳・体操群に比べて脚長の体型者が種目選択す
る傾向のある事が窺われたことがある。
新体力テスト項目では、男子 1年生の握力・長座
体前屈、2年生の持久走、女子 1年生の握力・長座体
前屈・50m走、2年生の 50m走、3年生の握力を除く
項目で、運動群が非運動群に比べて、有意に高値傾
向であった。
男子の 50m走・立ち幅跳びは、陸上群が武道群、
水泳・体操群、球技群、非運動群のいずれよりも有
意に高値傾向であったが、上体起こし・反復横とび・
ハンドボール投げ・持久走では統計的な差を見出せ
なかった。女子においても、持久走で、陸上群が武
道群、水泳・体操群、球技群、非運動群よりも有意
に高値傾向であったが、上体起こし・反復横とび・
50m走・立ち幅跳びにおいては統計的な差は見出せ
なかった。
女子の長座体前屈では、水泳・体操群が武道群、
球技群、非運動群よりも有意に高値傾向であったが、
男子にはその傾向を見出せなかった。
次に、本報の課題でもある球技群の所属数の他群
に比べて大きいことを受けての検討を球技 4分類の
種目内訳による群別で行った。その群名に分類され
る競技種目名は、ゴール型・室内群がハンドボール・
バスケットボール・アイスホッケー、ゴール型・屋
外群がサッカ ・ーラグビ ・ーアメフト、ネット・ベー
スボール型・室内群がバレーボール・バドミントン・
卓球、ネット・ベースボール型・屋外群がソフトボー
ル・テニス・野球・ゴルフである。その群別人数割
合は、男子の内訳で、ゴール型・室内群：ハンドボー
ル 8.6％・バスケットボール 88.9％・アイスホッケー
2.5％、ゴール型・屋外群：サッカー96.7％・ラグビー
3.2％・アメフト 0.1％、ネット・ベースボール型・室
内群：バレーボール 27.4％・バドミントン 8.7％・卓
球 63.9％、ネット・ベースボール型・屋外群：ソフ
トボール 1.8％・テニス 47.7％・野球 50.3％・ゴルフ
0.3％であった（表 3）。女子の内訳では、ゴール型・
室内群：ハンドボール 5.5％・バスケットボール
94.5％、ネット・ベースボール型・室内群：バレー
ボール 47.1％・バドミントン 14.0％・卓球 38.9％、
ネット・ベースボール型・屋外群：ソフトボール
26.9％・テニス 70.7％・野球 0.5％・ゴルフ 1.9％であ
表３ 男子学年別運動部活動中の球技系 4分類におけるクラブ名の内訳と所属人数
?ゴール型・室内群> 1年 同左％ 2年 同左％ 3年 同左％ 計 同左％
ハンドボール 34  10.5  20  7.6  17  7.1  71  8.6
バスケットボール 283  87.3  236  89.7  215  90.0  734  88.9
ホッケー 7  2.2  7  2.7  7  2.9  21  2.5
合 計 324  263  239  826
?ゴール型・屋外群> 1年 同左％ 2年 同左％ 3年 同左％ 計 同左％
サッカー 424  98.4  354  95.4  329  95.9  1107  96.7
ラグビー 7  1.6  17  4.6  13  3.8  37  3.2
アメフト 0  0.0  0  0.0  1  0.3  1  0.1
合 計 431  371  343  1145
?ネット・ベースボール型・室内群> 1年 同左％ 2年 同左％ 3年 同左％ 計 同左％
バレー 157  29.5  139  27.4  139  25.5  435  27.4
バドミントン 59  11.1  45  8.9  34  6.2  138  8.7
卓球 317  59.5  323  63.7  373  68.3  1013  63.9
合 計 533  507  546  1586
?ネット・ベースボール型・屋外群> 1年 同左％ 2年 同左％ 3年 同左％ 計 同左％
ソフト 14  1.7  16  1.7  18  2.0  48  1.8
野球 425  51.3  493  51.7  426  47.7  1344  50.3
テニス 389  47.0  438  46.0  448  50.2  1275  47.7
ゴルフ 0  0.0  6  0.6  1  0.1  7  0.3
合 計 828  953  893  2674
 
115群馬県中学生の球技系運動部活動が体力形成に及ぼす影響に関する一考察
る。ただ、男女の傾向検討おいては、ゴール型・屋
外群種目の女子が、男子とは異なり少人数のサッ
カーのみであったことは注意しなければならない
（表 4）。
球技 4群間の比較の観点で体格体型をみると、男
子 1・2年生の身長、体重、BMIではゴール型・屋外
群が、ゴール型・室内群、ネット・ベースボール型・
室内群、ネット・ベースボール型・室外群に比べて
有意に低値傾向であることを認めた（表 5-1，2）。3
年生での有意差の出現は、体重と BMIのゴール型・
屋外群とネット・ベースボール型・室内群において
のみで 1・2年生とは異なる傾向であった（表 5-3）。
女子の 2・3年生では、身長でゴール型・室内群が
ネット・ベースボール型・屋外群に比べて有意に高
値傾向の所見を認めた（表 6-2，3）。
新体力テストでは、1・2年生男子の卓球、バレー、
バドミントンのネット・ベースボール型・室内群が、
握力を除くすべての項目で他の球技群よりも有意に
低値傾向であった。3年生男子の上体起こし・反復横
跳び・50m走・立ち幅跳び・ハンドボール投げでは、
ネット・ベースボール型・室内群が他の球技群より
も有意に低値傾向であった（表 5-1～3）。
この男子のような傾向が認められたのは、女子の
3年生 50m走の項目のみであった。一方、体力テス
トで優秀な傾向を示す男子のゴール型・屋外群に匹
敵する女子のゴール型・屋外群は例数が著しく少な
いため同様な言及は控えるべきとも云えるが、統計
的検討では女子サッカー部に所属する群でゴール
型・室内群、ネット・ベースボール型・屋外群、ネッ
ト・ベースボール型・室内群の 3群のいずれよりも
有意に高値傾向であった（表 6-1～3）。
最後に運動・非運動 5群のうちの球技を細分化し
た 4群（ゴール型・室内、ゴール型・屋外、ネット・
ベースボール型・室内、ネット・ベースボール型・
屋外）が、球技群を除いた運動・非運動 4群と相対
評価ではどの位置になるかを、体格体型および新ス
ポーツテスト項目別にみた。検討に際して、運動群
別を比較しやすくするために、セルの背景をカラー
分けして測定項目ごとに平均値の値で良好な値順に
並び替えをして一覧表による動向検討を試みた。そ
の結果、特に球技 4群の位置は各測定項目でモザイ
ク状にちらばり、一定な傾向を見い出すことができ
なかった。今後の球技の分類に関しては今回のゲー
ム方式や施設環境による分類でなく、活動量や体位
変化量、活動様式の観点から群別できるように再群
別しての比較検討が必要と思われた。
【考 察】
新体力テストの各測定項目と関係する評価指標に
表４ 女子学年別運動部活動中の球技系 4分類におけるクラブ名の内訳と所属人数
?ゴール型・室内群> 1年 同左％ 2年 同左％ 3年 同左％ 計 同左％
ハンドボール 10  4.3  15  6.1  13  5.9  38  5.5
バスケットボール 223  95.7  229  93.9  206  94.1  658  94.5
合 計 233  244  219  696
?ゴール型・屋外群> 1年 同左％ 2年 同左％ 3年 同左％ 計 同左％
サッカー 5  9  12  26
合 計 5  9  12  26
?ネット・ベースボール型・室内群> 1年 同左％ 2年 同左％ 3年 同左％ 計 同左％
バレー 261  46.9  264  45.7  279  48.7  804  47.1
バドミントン 78  14.0  76  13.1  85  14.8  239  14.0
卓球 217  39.0  238  41.2  209  36.5  664  38.9
合 計 556  578  573  1707
?ネット・ベースボール型・屋外群> 1年 同左％ 2年 同左％ 3年 同左％ 計 同左％
ソフト 159  27.7  155  29.8  135  23.5  449  26.9
野球 2  0.3  5  1.0  2  0.3  9  0.5
テニス 398  69.5  348  66.9  433  75.3  1179  70.7
ゴルフ 14  2.4  12  2.3  5  0.9  31  1.9
合 計 573  520  575  1668
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表 5-1 男子 1年生 運動部活動別球技系クラブ所属部員の体格・体力測定値の基本統計量
男子 1年生 身長 体重 座高 BMI 握力(平均) 上体起こし 長座体前屈 反復横とび シャトルラン 50m走 立ち幅とび ハンド投げ 持久走（秒）
N＝ 323  322  229  321  322  319  322  322  88  319  317  319  267
 
Mean＝ 153.3  45.1  80.4  19.0  24.9  24.5  39.8  48.3  71.6  8.5  182.5  19.0  418.1
ゴール型・室内群 SD＝ 7.94  10.54  5.88  3.41  6.30  5.44  9.33  6.32  21.05  0.74  22.66  4.32  60.59
 
Max＝ 174.6  97.6  93.2  37.4  51.0  38.0  66.0  65.0  122.0  11.6  236.0  33.0  772.0
 
Min＝ 130.0  24.7  55.3  13.3  11.0  1.0  14.0  25.0  18.0  7.1  124.0  8.0  309.0
 
N＝ 429  424  325  424  428  426  427  426  135  427  425  425  374
 
Mean＝ 151.4  42.5  80.3  18.5  24.3  24.7  39.2  48.9  76.6  8.4  178.4  19.0  405.8
ゴール型・屋外群 SD＝ 7.84  8.59  4.83  2.77  5.72  4.83  9.20  6.79  21.22  0.73  22.64  4.29  52.76
 
Max＝ 176.0  76.5  97.8  31.7  47.0  38.0  67.0  65.0  125.0  11.3  295.0  34.0  678.0
 
Min＝ 129.6  26.7  57.0  12.6  10.0  4.0  14.0  8.0  25.0  6.8  75.0  4.0  300.0
 
N＝ 527  525  375  523  529  523  528  526  149  517  512  519  453
 
Mean＝ 152.5  45.2  80.9  19.3  23.8  22.2  37.6  45.5  54.4  8.9  172.4  16.7  456.3ネット・ベースボー
ル型・室内群 SD
＝ 8.54  10.33  5.07  3.34  6.34  5.29  9.11  7.64  18.79  0.96  24.81  4.81  75.76
 
Max＝ 175.5  90.2  95.0  32.1  48.0  38.0  66.0  66.0  126.0  14.3  257.0  35.0  869.0
 
Min＝ 125.0  24.8  60.0  14.0  9.0  1.0  8.0  4.0  12.0  6.0  71.0  6.0  324.0
 
N＝ 827  819  569  817  823  820  819  822  216  814  818  809  701
 
Mean＝ 151.9  43.8  80.4  18.8  25.2  24.1  39.9  47.9  68.1  8.5  179.5  19.2  423.5ネット・ベースボー
ル型・屋外群 SD
＝ 7.88  10.27  5.53  3.00  6.55  5.35  9.09  7.14  17.95  0.78  22.88  8.20  60.43
 
Max＝ 177.0  141.0  93.0  39.4  54.0  54.0  73.0  65.0  110.0  14.1  250.0  207.0  767.0
 
Min＝ 128.0  24.8  33.2  13.8  9.0  0.0  1.0  5.0  23.0  5.7  55.0  6.0  308.0
多重比較の有意性 ＊ ＠＊ ＠ ＠＊ ＠＊ ＊ ＊ ＠＊ ＊ ＠＊ ＊ ＠＊ ＠＊
註）＊印は多重比較における平均値の差の検定での p＜0.05、＠印は多重比較における分散の差の検定での p＜0.05
表5-2 男子 2年生 運動部活動別球技系クラブ所属部員の体格・体力測定値の基本統計量
男子 2年生 身長 体重 座高 BMI 握力(平均) 上体起こし 長座体前屈 反復横とび シャトルラン 50m走 立ち幅とび ハンド投げ 持久走（秒）
N＝ 262  262  203  261  263  263  263  260  82  259  258  262  216
 
Mean＝ 161.1  49.4  84.8  18.9  31.4  28.6  45.5  53.0  93.1  7.8  201.8  22.6  373.7
ゴール型・室内群 SD＝ 7.98  9.55  5.31  2.52  7.71  5.15  9.88  6.47  22.49  0.64  22.34  5.02  49.79
 
Max＝ 180.9  89.6  96.7  30.2  58.0  46.0  70.0  70.0  130.0  11.3  266.0  47.0  541.0
 
Min＝ 138.5  30.4  65.2  14.5  11.0  12.0  11.0  29.0  26.0  6.5  126.0  9.0  216.0
 
N＝ 369  366  290  366  364  362  361  360  106  360  356  361  310
 
Mean＝ 158.7  47.3  84.0  18.7  29.5  29.2  46.6  53.8  91.6  7.8  198.8  22.5  366.6
ゴール型・屋外群 SD＝ 7.72  8.60  5.07  2.44  6.83  5.26  8.89  6.87  21.22  0.76  21.76  4.45  42.91
 
Max＝ 196.4  88.3  96.0  34.6  50.0  46.0  70.0  69.0  126.0  17.9  250.0  35.0  530.0
 
Min＝ 133.0  27.5  48.0  13.8  12.0  5.0  15.0  6.0  18.0  6.6  110.0  9.0  287.0
 
N＝ 504  503  383  502  497  495  495  493  145  494  489  490  429
 
Mean＝ 159.2  50.2  84.4  19.7  28.9  25.7  41.8  49.5  66.8  8.4  190.8  19.0  417.0ネット・ベースボー
ル型・室内群 SD
＝ 8.03  11.74  5.77  3.61  6.85  5.82  9.54  7.13  18.25  0.81  39.68  5.20  64.19
 
Max＝ 180.1  134.2  96.3  42.4  53.0  48.0  70.0  69.0  115.0  12.6  811.0  33.0  746.0
 
Min＝ 133.7  27.8  37.2  13.7  12.0  0.0  11.0  20.0  23.0  6.9  14.0  2.0  315.0
 
N＝ 948  940  716  940  942  938  938  932  258  935  919  939  799
 
Mean＝ 159.6  49.1  84.3  19.2  31.6  27.9  44.6  52.1  84.0  7.9  198.4  22.2  385.3ネット・ベースボー
ル型・屋外群 SD
＝ 7.87  9.75  5.03  2.88  7.27  5.79  9.44  7.03  20.03  0.67  24.91  5.35  53.12
 
Max＝ 179.8  97.2  98.9  34.0  55.0  49.0  71.0  72.0  133.0  11.8  262.0  40.0  660.0
 
Min＝ 130.2  27.6  53.0  11.7  9.0  0.0  14.0  10.0  26.0  6.5  30.0  6.0  298.0
多重比較の有意性 ＊ ＠＊ ＠ ＠＊ ＊ ＠＊ ＊ ＊ ＊ ＠＊ ＠＊ ＠＊ ＠＊
註）＊印は多重比較における平均値の差の検定での p＜0.05、＠印は多重比較における分散の差の検定での p＜0.05
表5-3 男子 3年生 運動部活動別球技系クラブ所属部員の体格・体力測定値の基本統計量
男子 3年生 身長 体重 座高 BMI 握力(平均) 上体起こし 長座体前屈 反復横とび シャトルラン 50m走 立ち幅とび ハンド投げ 持久走（秒）
N＝ 238  237  186  237  236  235  235  235  88  232  235  235  183
 
Mean＝ 166.5  55.0  87.9  19.8  36.0  30.7  49.2  57.0  126.3  7.5  215.5  25.9  357.5
ゴール型・室内群 SD＝ 6.55  8.38  4.69  2.33  7.25  5.29  9.62  5.47  72.46  0.66  21.98  5.29  47.95
 
Max＝ 182.0  87.2  98.4  29.7  55.0  47.0  69.0  69.0  377.0  13.0  270.0  41.0  669.0
 
Min＝ 148.2  37.4  68.0  14.8  15.0  19.0  20.0  38.0  53.0  6.1  145.0  12.0  293.0
 
N＝ 340  337  265  337  338  338  337  336  100  337  333  337  271
 
Mean＝ 165.1  53.4  87.8  19.5  35.5  31.8  49.9  55.9  121.0  7.3  212.1  25.8  352.7
ゴール型・屋外群 SD＝ 6.64  8.56  4.20  2.27  7.06  5.38  10.18  7.28  65.17  0.53  21.18  4.78  42.63
 
Max＝ 181.5  99.6  98.4  30.2  59.0  50.0  72.0  78.0  352.0  10.5  275.0  40.0  521.0
 
Min＝ 141.0  32.4  71.2  15.3  17.0  9.0  10.0  7.0  30.0  6.1  135.0  13.0  288.0
 
N＝ 539  532  374  532  528  532  526  527  187  522  530  532  426
 
Mean＝ 165.7  55.7  88.0  20.2  36.1  28.2  47.6  53.7  114.8  7.8  207.3  22.6  406.5ネット・ベースボー
ル型・室内群 SD
＝ 6.60  11.09  4.30  3.46  7.14  5.97  10.51  7.07  105.00  0.69  28.12  5.51  71.92
 
Max＝ 184.6  100.7  97.7  36.1  63.0  46.0  73.0  69.0  530.0  10.8  295.0  39.0  882.0
 
Min＝ 143.0  30.0  67.4  12.5  18.0  7.0  16.0  26.0  26.0  6.2  79.0  5.0  284.0
 
N＝ 851  847  643  845  840  839  839  833  269  842  831  835  668
 
Mean＝ 165.4  54.8  87.5  19.9  37.7  30.5  49.2  55.5  132.7  7.5  211.7  25.3  374.2ネット・ベースボー
ル型・屋外群 SD
＝ 6.69  9.92  5.28  2.92  7.34  5.73  10.14  6.74  101.16  0.66  25.36  6.34  51.55
 
Max＝ 184.9  115.7  100.4  35.5  63.0  52.0  77.0  75.0  546.0  13.4  278.0  111.0  801.0
 
Min＝ 142.9  29.9  35.0  13.2  15.0  8.0  16.0  9.0  42.0  6.1  85.0  5.0  282.0
多重比較の有意性 ＠＊ ＠＊ ＠ ＠＊ ＊ ＊ ＊ ＠＊ ＠ ＠＊ ＠＊ ＠＊ ＠＊
註）＊印は多重比較における平均値の差の検定での p＜0.05、＠印は多重比較における分散の差の検定での p＜0.05
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表6-1 女子 1年生 運動部活動別球技系クラブ所属部員の体格・体力測定値の基本統計量
女子 1年生 身長 体重 座高 BMI 握力(平均) 上体起こし 長座体前屈 反復横とび シャトルラン 50m走 立ち幅とび ハンド投げ 持久走（秒）
N＝ 232  232  173  232  232  231  231  230  59  223  230  229  207
 
Mean＝ 153.1  45.1  82.2  19.1  24.0  22.2  44.3  45.9  62.1  8.7  172.5  14.1  273.0
ゴール型・室内群 SD＝ 6.54  8.82  4.46  2.94  4.72  4.82  8.49  6.45  20.78  0.62  20.22  3.70  30.26
 
Max＝ 170.5  77.3  91.5  29.4  40.0  34.0  73.0  62.0  106.0  12.9  220.0  25.0  383.0
 
Min＝ 125.0  23.1  68.3  13.1  11.0  5.0  21.0  8.0  21.0  7.1  50.0  2.0  206.0
 
N＝ 6  6  6  6  5  5  5  5  0  5  5  5  5
 
Mean＝ 151.4  42.0  79.8  18.2  23.6  26.0  43.8  48.6 ― 8.3  186.4  20.0  262.8
ゴール型・屋外群 SD＝ 7.96  7.06  4.39  1.86  6.23  2.00  7.82  4.51 ― 0.42  19.53  4.00  11.03
 
Max＝ 160.5  47.5  83.8  20.5  31.0  28.0  53.0  54.0  0.0  8.8  209.0  25.0  281.0
 
Min＝ 136.4  28.0  71.4  15.1  15.0  23.0  35.0  42.0  0.0  7.8  163.0  15.0  252.0
 
N＝ 555  543  408  543  551  548  552  547  182  544  547  544  462
 
Mean＝ 152.1  44.4  82.0  19.1  22.5  20.0  43.8  42.9  47.5  9.1  163.2  12.7  296.8ネット・ベースボー
ル型・室内群 SD
＝ 6.06  8.72  3.95  3.06  4.43  5.07  8.92  5.95  14.61  0.69  21.32  3.75  37.79
 
Max＝ 170.0  80.5  92.3  29.6  37.0  59.0  72.0  60.0  95.0  13.4  220.0  24.0  537.0
 
Min＝ 131.0  23.0  63.0  12.6  9.0  4.0  12.0  16.0  11.0  7.6  92.0  3.0  209.0
 
N＝ 568  559  415  558  571  571  571  570  184  560  561  566  488
 
Mean＝ 151.8  44.3  81.5  19.1  22.9  20.3  43.3  43.9  52.5  8.9  166.0  13.1  289.3ネット・ベースボー
ル型・屋外群 SD
＝ 5.56  8.58  4.28  3.06  4.44  4.72  8.80  6.07  14.68  0.64  20.70  3.85  34.08
 
Max＝ 174.0  107.4  91.5  37.8  38.0  39.0  80.0  93.0  89.0  11.9  226.0  26.0  479.0
 
Min＝ 135.9  25.8  40.0  13.0  12.0  5.0  18.0  5.0  18.0  7.4  52.0  4.0  187.0
多重比較の有意性 ＠＊ n.s. n.s. n.s. ＊ ＊ n.s. ＊ n.s. ＊ ＊ ＊ ＠＊
註）＊印は多重比較における平均値の差の検定での p＜0.05、＠印は多重比較における分散の差の検定での p＜0.05
表6-2 女子 2年生 運動部活動別球技系クラブ所属部員の体格・体力測定値の基本統計量
男子 2年生 身長 体重 座高 BMI 握力(平均) 上体起こし 長座体前屈 反復横とび シャトルラン 50m走 立ち幅とび ハンド投げ 持久走（秒）
N＝ 244  239  195  239  241  241  239  241  81  239  238  240  194
 
Mean＝ 155.7  47.0  83.7  19.3  24.9  25.3  46.0  48.2  94.0  8.5  177.7  15.9  258.9
ゴール型・室内群 SD＝ 5.54  7.32  3.46  2.43  4.35  4.88  8.56  5.13  59.16  0.56  16.97  4.14  39.84
 
Max＝ 184.5  86.4  93.9  30.9  38.0  37.0  71.0  62.0  283.0  11.5  220.0  48.0  657.0
 
Min＝ 140.8  25.0  70.4  11.2  13.0  0.0  18.0  32.0  31.0  7.4  134.0  7.0  200.0
 
N＝ 9  9  6  9  8  8  8  8  2  9  8  8  7
 
Mean＝ 155.2  46.3  84.1  19.2  25.5  23.6  48.4  47.0  72.5  8.7  173.1  17.9  268.4
ゴール型・屋外群 SD＝ 3.81  7.40  3.26  3.40  2.56  3.70  6.30  6.52  47.38  0.68  18.99  5.17  41.15
 
Max＝ 159.7  62.3  87.6  27.5  29.0  29.0  58.0  54.0  106.0  10.0  189.0  24.0  340.0
 
Min＝ 149.0  35.5  80.2  16.0  22.0  19.0  42.0  33.0  39.0  8.0  142.0  10.0  207.0
 
N＝ 570  548  396  548  572  570  572  568  199  564  568  570  458
 
Mean＝ 155.1  48.0  83.7  19.9  25.2  23.5  46.2  46.0  79.4  12.1  170.0  14.6  281.4ネット・ベースボー
ル型・室内群 SD
＝ 5.25  7.81  3.81  2.79  4.59  5.28  9.09  5.93  73.55  23.69  31.23  4.45  33.56
 
Max＝ 173.3  82.5  94.9  32.2  40.0  41.0  78.0  67.0  349.0  214.0  230.0  31.0  517.0
 
Min＝ 136.5  29.3  57.0  14.0  10.0  5.0  18.0  20.0  7.3  7.0  9.0  4.0  215.0
 
N＝ 512  481  352  481  516  512  515  515  183  507  512  512  416
 
Mean＝ 154.6  47.0  83.4  19.6  25.8  23.2  45.1  45.8  77.7  12.5  172.2  14.6  279.1ネット・ベースボー
ル型・屋外群 SD
＝ 5.38  7.72  3.80  2.72  4.88  4.43  8.79  6.24  70.69  23.31  34.76  3.83  31.67
 
Max＝ 169.8  82.0  93.5  33.0  46.0  45.0  68.0  65.0  346.0  213.0  410.0  28.0  433.0
 
Min＝ 134.6  27.4  60.0  14.0  9.0  11.0  19.0  6.0  7.3  7.3  7.0  6.0  218.0
多重比較の有意性 ＊ n.s. n.s. ＊ ＠ ＠＊ ＊ ＠＊ ＠＊ ＠ ＠＊ ＠＊ ＠＊
註）＊印は多重比較における平均値の差の検定での p＜0.05、＠印は多重比較における分散の差の検定での p＜0.05
表6-3 女子 3年生 運動部活動別球技系クラブ所属部員の体格・体力測定値の基本統計量
男子 3年生 身長 体重 座高 BMI 握力(平均) 上体起こし 長座体前屈 反復横とび シャトルラン 50m走 立ち幅とび ハンド投げ 持久走（秒）
N＝ 215  204  155  204  218  217  216  215  66  215  216  216  172
 
Mean＝ 158.2  50.7  85.3  20.3  27.0  25.9  50.0  49.4  89.3  8.3  182.7  17.5  251.5
ゴール型・室内群 SD＝ 4.81  5.81  3.64  2.09  4.55  4.95  7.90  5.60  59.97  0.66  22.69  3.81  48.86
 
Max＝ 172.2  74.3  94.1  27.0  44.0  38.0  70.0  70.0  284.0  14.3  290.0  32.0  484.0
 
Min＝ 143.2  36.9  70.0  14.5  14.0  10.0  30.0  30.0  22.0  6.9  100.0  10.0  4.2
 
N＝ 12  12  11  12  12  12  12  11  2  11  11  12  11
 
Mean＝ 157.7  54.2  85.8  21.8  29.9  25.8  52.3  50.8  75.0  8.1  191.4  19.3  274.7
ゴール型・屋外群 SD＝ 4.57  6.36  2.48  2.73  4.66  3.74  8.58  8.60  14.14  0.40  11.30  2.99  18.49
 
Max＝ 164.9  63.9  89.2  27.1  37.0  33.0  65.0  57.0  85.0  8.7  205.0  23.0  302.0
 
Min＝ 150.3  44.8  81.4  18.2  22.0  21.0  40.0  26.0  65.0  7.7  172.0  15.0  250.0
 
N＝ 563  532  379  532  564  564  565  562  205  553  564  561  444
 
Mean＝ 156.8  50.9  84.8  20.7  26.9  24.9  49.6  47.8  84.7  8.7  176.2  15.7  277.1ネット・ベースボー
ル型・室内群 SD
＝ 5.29  8.11  3.26  2.95  4.61  5.51  8.60  5.63  75.56  0.65  22.31  4.43  63.23
 
Max＝ 173.0  86.7  93.8  34.3  41.0  60.0  75.0  63.0  354.0  11.8  225.0  30.0  600.0
 
Min＝ 132.8  27.8  68.4  14.0  13.0  1.0  20.0  27.0  20.0  7.0  100.0  5.0  0.0
 
N＝ 568  535  398  535  571  560  568  563  180  553  562  558  454
 
Mean＝ 156.5  50.0  84.5  20.4  27.7  24.1  47.7  46.8  73.5  8.6  174.3  15.3  278.1ネット・ベースボー
ル型・屋外群 SD
＝ 5.11  7.86  3.59  2.83  4.63  5.08  8.07  5.75  58.96  0.70  26.91  3.85  60.43
 
Max＝ 172.5  93.4  93.8  36.3  39.0  44.0  72.0  68.0  339.0  14.1  600.0  28.0  680.0
 
Min＝ 134.9  30.0  42.0  14.0  12.0  0.0  20.0  6.0  6.0  7.1  101.0  6.0  0.0
多重比較の有意性 ＊ ＠ n.s. ＠ ＊ ＊ ＊ ＊ ＠ ＠＊ ＠＊ ＠＊ ＠＊
註）＊印は多重比較における平均値の差の検定での p＜0.05、＠印は多重比較における分散の差の検定での p＜0.05
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ついては、表 7のようになることが体力テスト評価
法での記述等からも自明のこととなっている??????。
そこで新体力テスト測定項目と評価指標の関係を
ベースに、本報結果の球技 4群の相互比較で得られ
た所見の解釈を試みると、1・2年生男子では握力（筋
力）でネット・ベースボール型・屋外群をトップに、
ゴール型・室内群、ゴール型・屋外群、ネット・ベー
スボール型・室内群の順に、良好な結果を得ていた。
しかし、3年次になると、ネット・ベースボール型・
屋外群がトップなことは変わらないが、ネット・ベー
スボール型・室内群、ゴール型・室内群、ゴール型・
屋外群の順になり、すべての組み合わせにおいて、
ネット・ベースボール型・屋外群が有意に高値傾向
を示していた。ネット・ベースボール型・屋外群の
代表的な種目といえば野球とテニスであるが、野球
ではバット、テニスではラケットを握ってボールを
コントロールするという行動が、この種目をやる上
で必須な行為なため、握力発達に影響しているので
はないかと考えられる。しかし、女子においては 1年
生のゴール型・室内群とネット・ベースボール型・
室内群、ゴール型・室内群とネット・ベースボール
型・屋外群の間にのみ有意差が認められたが他には
無く、結果における順序も学年ごとにばらばらで、
種目ごとの発育発達に及ぼす一定な傾向は見出すこ
とができなかった。
エネルギー源を連続して供給する行動を維持する
能力である持久走（心肺持久力）ではゴール型・屋
外群をトップに、次いでゴール型・室内群、ネット・
ベースボール型・屋外群、ネット・ベースボール型・
室内群の順に良好な結果が認められ、ネット・ベー
スボール型・室内群が最も有意に低値傾向であった。
これには球技種目の行動特性が大きく関係している
と思われた。持久走は、規定距離の走行に要した時
間を計測することにより、体力要素の全身持久力を
予測しようとするものである。全身持久力は、全身
または四肢（上肢・下肢）などを使った一定強度の
運動を長時間にわたって持続するための能力であ
る。サッカーに代表されるゴール型・屋外群では、
30分ハーフの試合時間中を相手との駆け引きをし
つつ緊張して断続的に広いコートを動き続ける必要
があるため、有酸運動能力の助長が充分望めるもの
であり、その成果が本報結果に現れていたとも解釈
できる。一方、ネット・ベースボール型・室内群に
代表されるバレーボールや卓球でも、もちろん有酸
素能力の助長は期待できるが、中学生の時点では練
習においてサッカーのようなゴール型屋外群の活動
量には至っていないことが窺われた。
上体起こし（筋持久力）については、ゴール型・
屋外群をトップにゴール型・室内群、ネット・ベー
スボール型・屋外群、ネット・ベースボール型・室
内群の順に良好な結果が認められ、ネット・ベース
ボール型・室内群が最も低値傾向を示したことは、
今後のバレーボールに代表されるクラブ活動の指導
方法の改善に関する知見追加になるとも思われた。
反復横とびについては、行動スピードのみでなく、
コーディネーション能力の是非が大きく関与といえ
る。全身を使った側方への反復運動の素早さを指標
に体力要素の敏捷性を測定する項目である。敏捷性
は、全身または四肢（手、足、腕、脚）などの体の
一部分を素早く動かすのみでなく、体の位置移動や
運動方向の変換を正確に行うことのできる能力を必
要とし、素早い動きをするときの運動の制御に関す
る能力の発達度合いも測ることになるものである。
そのため、反復横とびでは、バスケットボール活動
でよく見かけるフェイント練習時の素早い動きをす
るときの制御運動と関係しているのか、ゴール型室
内群の反復横とび結果が良好に高値傾向を認めたと
も考えられる。また、テニスのように体の位置移動
や運動方向の変換を多く行う種目であるネット・
ベースボール型・屋外群でも同様な傾向が認められ
たのでないかと思われた。逆に中学生段階のバレー
表７ 新体力テスト測定項目と評価指標との関係
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ボール・バドミントン・卓球のようなネット・ベー
スボール型・室内群の種目では、体の位置移動や運
動方向の変換といった行動が、他の球技 3群の種目
よりも少なのではないと思われる結果であった。
長座体前屈（柔軟性）では、1年生でネット・ベー
スボール型・屋外群をトップにゴール型・室内群、
ゴール型・屋外群、ネット・ベースボール型・室内
群という順序に良好な結果であった。それが 2・3年
生ではゴール型・屋外群をトップに、ゴール型・室
内群、ネット・ベースボール型・屋外群、ネット・
ベースボール型・室内群の順に変化していた。これ
は、低値傾向を示したネット・ベースボール型・室
内群の種目では、卓球部に所属している人数が最も
多いため、現行の中学生卓球部活動においては、柔
軟性の要素があまり修練されていないことを示唆さ
れたともいえよう。今後の学校現場での指導改善の
必要性も同時に感じた。
立ち幅跳び（瞬発力）でも、ゴール型・室内群を
トップに、ゴール型・屋外群、ネット・ベースボー
ル型・屋外群、ネット・ベースボール型・室内群の
順に良好な結果を得た。同じく瞬発力の評価指標で
ある 50m走では、ゴール型・屋外群をトップに、ゴー
ル型・室内群、ネット・ベースボール型・屋外群、
ネット・ベースボール型・室内群の順に良好な結果
であった。これらの傾向はサッカーに代表される
ゴール型・屋外群やバスケットボールに代表される
ゴール型・室内群でのコンタクト攻守やフェイント
行為多用の技術訓練やトレーニングにより、瞬発力
やスピードがネット・ベースボール型よりもゴール
型の種目の方がより良好に発育発達される効果のあ
ること示唆している所見を得たとも考えられる。
ハンドボール投げでは、男子 1年生でネット・ベー
スボール型・屋外群をトップにゴール型・室内群、
ゴール型・屋外群、ネット・ベースボール型・室内
群の順に良好な値を示していたが、男子 2・3年生で
はゴール型・室内群をトップにゴール型・屋外群、
ネット・ベースボール型・屋外群、ネット・ベース
ボール型・室内群の順で良好な値を示すように変化
していた。この 1年生における結果の背景には、入
学以前からの投運動を得意とする者が野球やソフト
ボール部に入部する傾向があり、部活動の修練の効
果以前の段階にあたる 1年生のボール投げ能力は中
学就学以前の得意技量の優勢さの結果がスポーツテ
スト結果にそのまま出ていたのではないかと考えら
れる。それに対して、年次を経た 2・3年生では中学
での部活動のトレーニング強度の高低さの違いによ
る体力養成の効果が表出したのではないかと思われ
た。つまり、単純な得意さでは、修練を重ねたパワー
の裏付けのあるボールコントロール能力の修得者に
はかなわないという結果として表れていた。また、
ハンドボール投げという行為そのものは野球やソフ
トボールの投動作なのにネット・ベースボール型・
屋外群以上にゴール型・室内群のバスケットボール
に代表される球技群の方が、良好なスポーツテスト
結果を得られるような事を示唆する結果も得られて
いた。今後、因果関係探求のためには再検討を要す
るものと思われる。
今回の球技 4群の男子の比較では、ゴール型・屋
外群、ゴール型・室内群およびネット・ベースボー
ル型・屋外群の 3群が、ネット・ベースボール型・
室内群に比べて、総合的な体力の発育発達に成果を
及ぼせるような技量修練やトレーニングが出来てい
ることを示唆する所見であったといえる。
女子では、いずれの学年においても統計的には
ゴール型・屋外群が良好な結果を示していたが、女
子のゴール型・屋外群の標本数が 5～12人の結果の
ものという所見のため、データからの普遍的言及の
ためには、今後さらなるデータ追加による検討が必
要といえる。
なお、今回の球技群の検討においては、4群比較と
いえどもゴール型・屋外の男子の約 90％以上はサッ
カー部、それに対してネット・ベースボール型・室
内の男子の約 60％は卓球部の所属であった。一方、
ネット・ベースボール型・室内の女子では 45％がバ
レー部と残りの約 40％が卓球部に所属していた。
ゴール型・室内では男女共に約 90％がバスケット
ボール部に所属、ネット・ベースボール型・屋外の
生徒の男子の約 45％が野球部で、残り 45％がテニス
部、女子では 60％がテニス部に所属していた。すな
わち、球技群での多重比較で、男子で最も差の大き
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かったゴール型・室外とネット・ベースボール型・
室内との内容は中学でのサッカー部と卓球部の活動
内容の差を示しているものともいえる。今回の相互
比較の結果を、中学での運動部活動の指導改善指標
に活用する際には、その群の構成内容の背景に留意
して各現場で参考にされれば、より有効な成果が期
待できると思われる。
【ま と め】
中学生の運動部活動参加が、発育・発達にどのよ
うな影響を与えるのかを、平成 18年度の群馬県内中
学校 43校、標本人数：男子 8,725人（1年生：3,078
人、2年生：2,816人、3年生 2,831人）、女子 7,458人
（1年生：2,842人、2年生：2,752人、3年生 1,864
人）の合計 16,183人を対象に、運動部活動 5群別お
よび球技群 4分類別に多重比較を行い、比較検討し
た。得られた主なる結果は次の通りである。
1)中学期男子における運動群と非運動群の差
は、学年進行に伴い体力差が有意に増加する傾
向の所見であった。
2)男女ともに、形態の発育・発達に影響を及ぼ
す活動差を、球技種目間には明確な所見として
見出せなかった。
3)男子における種目別球技 4群の比較では、
サッカー部に代表されるゴール型・屋外群、バ
スケットボール部に代表されるゴール型・室内
群および野球部に代表されるネット・ベース
ボール型・屋外群の 3球技群が、卓球に代表さ
れるネット・ベースボール型・室内群に比べて、
総合的な体力の発育発達に成果を及ぼせるよう
な技量修練やトレーニングが達成されているよ
うな結果であった。
4)女子においては、球技 4群間の明確な差が認
められず、特に、統計分析において有意に良好
な体力であるという示唆を得たが、女子サッ
カーのゴール型・屋外群については標本数が少
な過ぎたため、サンプリングの偏りも否定でき
ないため、今後の課題として、男子で明確な効
果を示唆されたサッカーに代表されるゴール
型・屋外群の効果のような言及を女子でするた
めには、サンプリングに注意した追加検討努力
が必要である。
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